
第 3 章 思想・宗教 

34 
 

 

おおやまめいしょうずし

♯ 大山名勝圖誌

作者：安田米齋（やすだ・べいさい ）

刊行：明治 年（

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 解題 
■ 内容

『大山名勝圖誌』は

大山の観光案内書であ

る。表紙に「横港 安

田米齋著 大山名勝圖

誌 安田氏蔵梓」と表

記されている。扉には

米齋による「敬神至誠」という書が掲載されている。米齋の「大山良弁瀧

之図」・「雷山之實景」を含む挿絵が３枚掲載されている。刊記は明治

年（ ） 月 日。編輯人は横浜区老松町の安田米齋、出版は米齋の弟

である相模大住郡大山町の安田義明である。

内容は、冒頭で「大山寺記」、「大山古縁起」、「大山霊験記」などの諸書

を参考にして阿夫利神社の沿革を略述。ついで「攝社」、「拜殿」、「二重瀧」

や「八段ノ瀧」などの名勝地を紹介する「勝地」、「雨降木」（ウガウボク）と

「呪詛木」（マヂナイスギ）と呼ばれる二本の「神木」、「古文書什寶」、全国か

ら大山を参拝する信徒が宿泊する先導師（この図書を出版した安田義明も

名を連ねている）の宿坊の住所・氏名を記載した「教會結社」、「不動堂沿

革」、寺院の宗派と本尊を紹介した「寺院」、「戸数人口物産」、「休泊旅店」、

そして横浜本町からの距離を示した「里程」などを各項目で紹介している。

本書は当館以外に国立国会図書館、横浜市中央図書館で所蔵が確認でき

る。

[K17.64/16] 
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■ 作者

作者の安田米齋は、幕末から明治前期の画家・詩人である。杏雨山房、

横灣漁者の号を用いた。嘉永元年（ ）、大住郡大山（現・伊勢原市）の

安田寛太夫の子として生れ、画を滝山博庵らに、詩文を大沼枕山に師事し

た。慶應３年（ ）、高座郡橋本村（現・相模原市）の瑞光寺住職になり、

明治６年（ ）同寺内の本然学舎の教員となった。明治 年（ ）に

は神奈川県の役人となり、野村靖県令、沖守固県令等の県外・県内巡視に

随行もしている。また画家の活動としては、明治 年農商務省が主催した

第２回内国絵画共進会に絵を出品し、入賞している。

東京文化財研究所の「書画家人名データベース（明治大正期書画家番付

による）」の「安田米斎」の項目に神奈川県立近代美術館（青木文庫）が所

蔵している「明治一五年絵画共進会出品画家々名一覧」、「大日本書画価額

表」等 点の資料が収録され、「安田米斎」の名が記載されている。

米齋の著者目録として本書の奥付に「大日本英雄百絶 版権免許」 冊、

「吟朋詩集」２冊、「江之島誌」１冊、「杉田梅花村誌」１冊、「大山名勝圖

誌」１冊、「米齋題画詩文 唐本製白紙美本二巻近刻」と記されている。こ

れとは別に明治 年 月出版の谷合弥八著、安田米斎編輯の「學山樓詩

鈔」などがある。なお、「大日本英雄百絶」（当館未所蔵）、「學山樓詩鈔」

は、八王子の詩人・谷合弥八（南涯）の著作で、米齋の校正によるもので

ある。

 参考文献

『學山樓詩鈔』谷合南涯著 安田米齋編 谷合彌八

『杉田梅花村誌』安田米齋著 杏雨山房

『神奈川県史料 第 巻 附録部 』神奈川県立図書館

『大日本書画名家大鑑 伝記上編』荒木矩編 第一書房

草間俊郎「沖守固県令の県内巡視随行日誌」 『神奈川県史研究』

35



第 3 章 思想・宗教 

36 
 

神奈川県史編集委員会編 神奈川県県民部県史編集室

座間美都治「沖守固県令管下巡廻日誌の筆記者安田米斎について」『神奈

川県史研究』 神奈川県史編集委員会編 神奈川県県民部県史編集室

石井光太郎「安田米斎について」 『神奈川県史研究』 神奈川県史

編集委員会編 神奈川県県民部県史編集室

青木茂「安田米斎・明治 年」 『神奈川県史研究』 神奈川県史編

集委員会編 神奈川県県民部県史編集室

『神奈川県史 別編 人物』神奈川県県民部県史編集室編 神奈川県

座間美都治「第十七話 明治の文化人安田米斎の全体像」 『史料との出会

い物語』座間美都治著

『八王子を中心とせる郷土偉人伝』清水庫之祐著

石倉光男「安田米斎小伝：多芸多才の画工（前編）」『近代史誌かながわ』

石倉光男

＜デジタル＞

国立国会図書館デジタルコレクション

『江之島誌』安田米齊編 安田米齊

『学山楼詩鈔』谷合南涯著 安田米斎編 学山楼

『杉田梅花村誌』安田米斎著 杏雨山房

『大山名勝図誌』安田米斎著 安田義明
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